
主な未侵入病害虫の解説

ヨー ロ ッパ リンゴアブ ラムシ

学名:Aphis pomi De Geer

英名:green apple aphid

本種 は ヨー ロッパ原産 とされ 、現在はアフ リ

力北部 、北 アメ リカ 、ニュー ジー ラン ドに分布

し、リン ゴの害虫 として知 られている。分布 地

域が我が国の気候帯 と類似 してお り 、定着 しや

す いの で侵入 を警戒 して いる。分布の拡大 は 、

寄主植物 の芽周 りに産卵された穂木や苗木 の移

動によるものと考 えられる。

分布 西 アジア 、ヨー ロッパ 、旧ソ ビエ ト連邦 、

北ア メ リカ 、アフ リカ北部 、ニ ュージーラン ド

寄主 リン ゴ属 、サンザシ属 、セイ ヨウカ リン

属 、キ ドニア属 、ナシ属等バ ラ科植物

形態 無 翅胎生雌虫 の体型 は比較的丸 い卵 型 、

体長 は1.2～2.4mm、 体 色は黄 緑色 か ら緑 色

で 、腹部第8節 背面 に暗色 で帯状の斑紋 を持つ

場合が ある 。角状管及 び尾 片は暗色 。腹部 第1

～7節 の側 面 に乳 頭状 突 起 があ り 、第2～6

節 のも のは第1・7節 のも の よ り小型 で時 に

い くつか を欠 く場合が ある。尾 片は舌状 で10

～21本 の刺毛が ある。触角 第3節 には二 次感

覚 孔 はな い 。 有 翅 胎 生 雌 虫 は 、体 長1.5～

2.Omm、 体色 は緑色 で 、腹部 第6～8節 背面

に暗色で帯状の斑紋 、その他の節の側面及び角

状管の後方に小斑紋がある。角状管及び尾片は

暗色。触角第3節 に6～12個(第5節 に0～

7、 第4節 に0～1個)の 二次感覚孔がある。

生態 完全生活環のアブラムシであるが、他の

多くのアブラムシ類のように夏季と冬季の寄主

植物の転換を行わず、周年ほぼ同一寄主植物上

で生活する。晩秋に無翅の雄虫及び卵生雌虫が

出現し、両性生殖により産卵する。卵は芽の付

近に産み付けられ、産卵直後は黄色から緑色で、

しばらくすると光沢のある黒色に変わる。越冬

は卵態で行う。春から秋にかけて、有翅及び無

翅胎生雌虫の単為生殖により仔虫を産出し繁殖

する。

被害 本種は寄主植物の転換を行わず周年同一

寄主植物上で加害する。リンゴでは、しばしば

新梢部の枝や頂葉の裏面に密集して師管に口針

を刺し吸汁する。このため、葉は変形し、新梢

の生育が阻害される。幼果を加害した場合、被

害果は萎縮奇形し、市場価値が損なわれる。

防除 巻いた葉の内側に寄生している場合が多

いので浸透性のある薬剤が有効とされている。

また、海外では寄生蜂、捕食性のアブ類及び昆

虫寄生性の糸状菌による生物的防除も有効であ

るとされている。

その他 本種は植物検疫で発見されるユキヤナ

ギアブラムシ(A.spiraecola Patch)と形態的に

類似している。

無翅胎生雌虫 背面図 リンゴの被害状況
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Strawberry　 latent　 ringspot　 virus

(SLRSV)

Syn： Rhubarb virus 5,

Aesculus line pattern virus

本 ウイルスによる病害 はヨー ロッパを中心に

報告されてお り、ヨーロッパ諸国 をは じめアメ

リカ合衆 国 や カナダ では まん 延 を警 戒 してい

る。寄主植物の範 囲は非常 に広 く 、オ ランダイ

チゴ 、ラズベ リー等 での被害は甚大である。我

が国では隔離検疫 におい てオランダ イチ ゴ属 、

キイチ ゴ属 、スグ リ属 、ブ ドウ属 、オ ウ トウの

苗 木 ・穂 木 を対 象 に検 定植 物(Chenopodium

quinoa)を 用 いた接 種検 定に よ り全量検 査 を行

い 、必要に応 じて精密同定 を実施している。

分布 イスラエ ル 、ヨー ロッパ 、ア メ リカ合衆

国 、カナダ 、オー ス トラ リア 、ニ ュージーラン

ド

寄主 オランダイチ ゴ 、ラズベ リー 、ブラ ック

ベ リー 、アカフサ スグ リ、ク ロフサスグ リ、ブ

ドウ 、オウ トウ等

病徴 オランダイチゴでは ウイルスの系統 、栽

培品種によ って症状が異な り病徴 を示 さな いこ

とも多いが、感受性の品種では葉に斑

紋症状を生じ激しい場合は枯死するこ

ともある。ラズベリーの感受性品種で

は葉に斑紋、葉脈黄化、下垂を引き起

こし、株全体が矯化する。検定植物と

して使用されるC.quinoaは 接種葉に退

緑斑点またはえ死斑点を生じる。また、

上葉は退緑や奇形化し、弱い退緑斑点

またはえ死斑点を生じることがある。

病原 本ウイルスの粒子は一本鎖RNA

を持つ直径約30nmの 正二十面体構造

で電子顕微鏡下においては球状または

輪郭のぼやけた六角形に見える。ウイ

ルス粒子は感染植物の葉肉及び表皮細

胞の核周辺部に局在し、細胞質内には

ウイルス粒子の詰まった不整形の封入

体が形成されることがある。粒子の形

状等の特徴からNepovirus属 に属すもの

と考えられているが外被タンパク質の

構成が同属の他のウイルスと比べて特異的なこ

とから確定されていない。伝搬は、汁液伝染、

接木伝染、線虫(Xiphinema diversicaudatum)

による伝染及び種子伝染が知られている。オラ

ンダイチゴ、ラズベリー等では同種の線虫が媒
介するArabis mosaic virusと の重複感染が多い。

被害 オランダイチゴ、ラズベ リーでは栽培品

種によって被害の程度は異なるが、感受性の品

種では葉に斑紋症状を生じ果実の収穫量が低下

する。また、果実が全く収穫できないこともあ

る。激発した場合は、1～2年 の内に株が枯死

する。感染初期では感受性の品種であっても病

徴が現れないこともあり、ウイルス感染株がほ

場へ持ち込まれる恐れがある。ほ場に媒介線虫

が生息していると他の株に伝搬し、徐々に被害

が拡大する。また、り病株を除去しても媒介線

虫の防除を行わずに寄主植物を植えると、ほ場

に本ウイルスがまん延する。

防除等 本ウイルスにり病 していない健全な種

苗の使用、ウイルス媒介線虫の防除、ウイルス

の寄主となる雑草の除去、抵抗性品種の育成や

利用、休耕を含めた輪作など、ほ場を健全な状

態で保ち本ウイルスの侵入及びまん延を防止す

ることが重要である。

イチゴの斑紋症状
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